
1 環境省 地元住民向け自然講座の開催

平成19年度から、羅臼ビジターセンターを拠点として、地域住
民を対象とする「知床らうす自然講座」を開催し、野生生物の保
護管理や自然環境保全に係る地域住民の意識の高揚を促進。
今年度は、羅臼ビジターセンターでの講座を計７回予定。

未定

2 環境省
羅臼自然保護官事務所主催の自
然観察会の実施

羅臼ビジターセンター周辺において、国立公園の魅力や法制度
の概要、世界自然遺産地域の価値などを自然散策を行いなが
ら広く普及・理解頂くことを目的に、一般公募により開催。
平成20年度より実施。21年度は年間3回程度を予定。

来年度以降も継続予定

羅臼ビジタ センタ 維持管理等業務の一環として 自然ふれ

知床世界自然遺産地域における平成２１年度実施ソフト事業について

番号 機関名 名称 事業の概要 備考（今後の予定など）

資料４－４

3 環境省
羅臼ビジターセンター維持管理等
業務における自然ふれあい行事開
催

羅臼ビジターセンター維持管理等業務の一環として、自然ふれ
あい行事を開催。ビジターセンター周辺において、自然観察を
しながら歩き、国立公園の魅力を伝える。
平成20年度より実施。21年度は年間4回程度を予定。

来年度以降も継続予定

4 環境省 知床半島海岸ゴミの回収

知床半島沿岸部には多くの漂着ゴミがあり、景観を損ねてい
る。ボランティア等の活動では回収することのできないそれらの
ゴミを回収するとともに、今後の体制、効果的な回収方法などを
検討する。
活動地はルシャ地区、知床岬周辺を予定。

単年度事業
H21事業では、来年度以降の海岸ゴミ対策の
体制もあわせて検討する。

5 環境省
知床世界遺産施設等ウェブサイト
の運用

平成20年度、新たに知床世界遺産センター、ルサフィールドハ
ウス等を紹介するウェブサイトを公開した。自然情報や歩道施
設の利用に関する情報などを随時発信するとともに、内容の充
実を図る。

来年度以降も引き続き運用予定

6 環境省
羅臼ビジターセンターウェブサイト
の運用

平成19年度11月より新たに羅臼ビジターセンターのホームペー
ジを公開した。知床国立公園の主に羅臼側の自然や歩道・道
路・野営場といった利用施設について、最新の情報を全国へ発
信している。今後も内容の充実を図り、世界自然遺産や利用適
正化にかかる情報提供を行う予定。
http://rausu-vc.jp/

来年度以降も引き続き運用予定

資料４－４
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7 環境省 知床データセンターの運営

平成１７年度から運用開始している知床データセンターにおい
て、各種計画、会議資料、調査報告書等を広く一般に公開して
おり、今年度も引き続きデータセンターを活用した情報提供を
行う。

来年度以降も継続予定

8 環境省
知床世界自然遺産地域科学委員
会地元報告会

地元住民に科学委員会の議論が正確に伝わっていない、科学
委員の顔が見えないことが問題といった指摘を受け、科学委員
会での議論内容や知床での調査、科学委員の専門分野等につ
いて、科学委員から地元住民への報告会を本年度も斜里町、
羅臼町で開催する。

来年度も継続予定

9 環境省
知床世界自然遺産生態系調査報
告会の開催

知床世界自然遺産地域に関わる様々な調査研究の報告会を
本年度も札幌において実施予定。

未定

10 環境省 利用の心得の普及啓発
昨年度策定した知床半島中央部地区と知床半島先端部地区
の利用の心得の普及啓発を行う

来年度以降も継続予定10 環境省 利用の心得の普及啓発
の利用の心得の普及啓発を行う。

来年度以降も継続予定

11 環境省
知床国立公園マイカー規制にかか
る利用者動態予測調査の実施

知床五湖地域及びカムイワッカ地域を中心とした知床国立公園
の自動車利用適正化のあり方を検討するため、自動車混雑状
況の予測や混雑緩和のための対策を提案、中長期的な自動車
利用適正化の方向性を検討する。

H２０年度～

12 林野庁
「知床自然の森林づくり」協働モデ
ル事業（ビジョンの実践）

2008年3月に策定した「知床における国民参加の森林づくり活
動の推進に関するビジョン」の実践にむけた具体的方策検討の
ため、「知床永久の森林づくり協議会」を開催するとともに、羅
臼側での植樹体験イベントを実施する。
併せて「知床永久の森林づくり協議会」の活動について、ＨＰ等
により広くＰＲすることによって、知床における国民参加の森林
づくり活動の推進を図る。

13 林野庁
知床森林センターにおける各種イベ
ントの開催

国民参加の森林づくりを推進するため、森林散策や森林の恵
みを活用したクラフト体験などの様々な体験活動を一般公募に
より年間10回の開催を予定。

14 林野庁 羅臼湖ツアーの開催

羅臼湖周辺の希少植物・樹木の観察、知床連山等の景色を楽
しみながら、世界自然遺産地域を含めた森林環境保全の大切
さを学ぶため、羅臼湖遊歩道散策ツアーを一般公募により開
催。
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15 北海道 知床ルールレクチャーの実施
知床の保全と利用の両立を確立するため、知床世界遺産セン
ターなどを活用し知床の素晴らしさや知床ルールのレクチャー
を実施。

Ｈ２１～

16 北海道 Web版しれとこ教室の運営管理
上記「しれとこ教室」のストーリーをベースに、ホームページに
Ｗｅｂ版をH20.3月に作成し、運営管理を行った。

継続

17 北海道
エコツアーガイドスキルアップ研修
の実施

エコツアーの中核的な担い手となるガイドの質の向上を目指
し、研修を実施する。

実施予定

18 北海道
エコツアー地域資源のWeb情報発
信

平成１８年度に調査したエコツアー地域資源１７８箇所を広く情
報発信するため、ホームページにＷｅｂ版を作成し、管理運営を
行った。

継続

19
北海道
開発局

知床横断道路「今日の知床峠」、
「通行規制情報」のHP掲載

釧路、網走開発建設部ＨＰにおいて、知床横断道路の通行規
制情報を掲載している

継続
開発局 「通行規制情報」のHP掲載 制情報を掲載している。

継続

20 斜里町
しれとこ100平方メートル運動地に
おける森林再生事業

運動によって取得した開拓跡地を開拓以前の森林環境に復元
する。

継続（H9～）

21 斜里町
しれとこ100平方メートル運動地公
開試行事業

しれとこ100平方メートル運動地の適正な公開のあり方を検討
をすすめるため、試行プログラム等を実施。

継続（H１７～）

22 斜里町 第３０回知床自然教室
しれとこ100平方メートル運動参加者と町内の小中高校生を対
象にした野外体験事業。7月30日～8月5日実施。

継続（昭和５５～）

23 斜里町 第１３回しれとこ森の集い
しれとこ100平方メートル運動参加者と町民を対象にした事業。
森づくりの現場見学と記念植樹を実施。10月１８日実施。

継続（H9～）

24 斜里町 第１３回森づくりワークキャンプ
しれとこ100平方メートル運動地における森林再生作業をスタッ
フとともに行う。10月30日～11月4日実施。

継続（H9～）

25 斜里町 世界遺産知床体験学習事業
斜里中学校1年生を対象に，知床半島斜里側で船による自然
観察会および事前学習．6月下から7月上旬にかけて実施． 継続（H19～）

26

斜里町
羅臼町
北海道
環境省

羅臼岳携帯トイレ利用促進事業

関係機関の連携・協力のもと、登山者の携帯トイレ利用促進の
取組を進める。
登山口等に携帯トイレ回収ボックスを設置し（7～10月）、回収・
処理を行う。（斜里町・羅臼町）。
携帯トイレの普及啓発のため、リーフレットを作成（北海道）する
とともに、アンケート調査・現地調査等により利用者意識や現況
の把握を行う（環境省）。

Ｈ２０～
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27 羅臼町 知床岬クリーンボランティア
羅臼町と町内のNPO法人との共催により、知床岬での海岸清
掃実施。

継続

28 羅臼町 第27回ふるさと少年探検隊
羅臼町教育委員会と羅臼町子ども会育成協議会の共催によ
り、町内の小学４年生から中学３年生を対象に行う野外体験事
業。

継続

29 羅臼町 ふるさと体験教室
羅臼町教育委員会主催事業。小学４年生から６年生を対象に、
毎年テーマを決め５月～２月の期間実施し、地元の自然を楽し
みながら学ぶ。

継続

30 羅臼町 オジロ・オオワシ観察会
羅臼町教育委員会主催事業。海上よりオジロワシ・オオワシ、
アザラシ等を観察。天然記念物や生態系に対する理解を深め
る。

継続
る。

31 羅臼町 羅臼地区中高一貫教育

中学から高校の６年間を連携してきめ細かな授業を目指す。
カリキュラムの中には、知床の自然環境や水産業、観光などを
通じたの人間との関わりについての課程を設け、世界遺産登録
地域に住む住民としての誇りをもてる人材の育成を図る。

継続

32

知床雪
壁ウ
オーク
実行委
員会

知床雪壁ウオーク

平成17年7月に日本で3箇所目の｢世界自然遺産｣に登録された
知床半島。その大動脈、知床横断道路（国道334号）は冬季
間、通行止めになっている。道路では春が近づくとゴールデン
ウィーク前の開通をめざし、北海道開発局による除雪作業が始
まる。この一部を前年同様に開放し、雪に覆われた羅臼岳を望
みながらウォーキングを楽しむとともに除雪作業を見学。自然
保護と道路維持の大切さを知る。

継続
平成21年4月18日開催
知床雪壁ウオーク実行委員会（斜里町、羅臼
町、知床斜里町観光協会、知床羅臼町観光協
会、読売新聞北海道支社）

33

知床紅
葉ウ
オーク
実行委
員会

知床紅葉ウオーク

知床半島が平成17年7月に世界自然遺産に登録され、国内外
から多くの観光客が訪れ、貴重な自然が残る知床に感銘を受
けている。知床紅葉ウオークの開催により、知床横断道路を歩
きながら、その大自然が織り成す紅葉の素晴らしさを味わうとと
もに、貴重な自然の保全意識の高揚を図る。

継続
平成21年10月3日開催
知床紅葉ウオーク実行委員会（斜里町、羅臼
町、知床斜里町観光協会、知床羅臼町観光協
会、読売新聞北海道支社）


